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1.	まえがき

普及期を迎えたIaaS市場は大きな伸びを見せており、お客
様が業務アプリケーションなどを稼働させるためのクラウド
サービス（IaaS、PaaSなどのインフラサービス）を多くの事業
者が提供しています。特にAmazon Web Services（AWS）
がクラウドサービス（パブリッククラウド）として利用社数・
サービス内容において先行しており、安価で使いやすいクラ
ウドサービスを提供しています。また企業が自社内でクラウ
ド環境を構築するプライベートクラウドという形態もあります。
お客様企業はそれぞれのニーズに応じて、これらの各種クラ
ウドサービスを組み合わせて利用すること（ハイブリッドクラ
ウド/マルチクラウド環境）が必要です。

本稿ではこのような背景のなか、クラウドサービスの利用
を検討する企業が抱える課題を解決することを目的として、
クラウド基盤サービス ｢NEC Cloud IaaS｣（以下、NECCI）
にて開発した、マルチクラウド環境の統合を実現するポータ
ルサービスについて紹介します。

2.	企業情報システムのクラウド化に伴う課題

クラウドサービスの認知度増加に伴い「クラウドファース

ト」として、業務システム構築時には必ず利用を検討するほ
ど、クラウドサービスの活用意欲が高まってきています。し
かし、「クラウドサービスの利用を検討したが、断念した」と
いう企業も少なくありません。クラウドサービスの利用には、
以下のような課題が存在するからです。
課題1：クラウドサービスの利用に応じて適切なコストダウ

ンができること
課題2：クラウドサービスの利用に際して業務システムが求

める可用性・機密性が維持できること
課題3：オンプレミスのシステムとクラウド化したシステムを

合わせた統合的な監視・運用管理が効率的にで
きること

クラウドサービスの利用を断念した理由として、最も大き
な割合を占めているのが「クラウドサービスの利用料が高
い」「クラウド基盤へ移行するコストが大きい」などのコスト
に関するものです。企業がクラウドに対して期待することは
コストメリットであることが多く、実際にIaaS市場では価格
競争が激化しています。

次に課題 2の可用性・機密性があります。お客様はクラ
ウドサービスに対してコストダウンを期待する一方、セキュリ
ティやネットワークに対する懸念が残っており、コストと品質
の兼ね合いが問われています。

近年のIaaS市場は飛躍的に拡大し、多くのITベンダがクラウドサービスを提供しています。クラウドサービスにはパ
ブリックやプライベートなどのさまざまな形態があり、それらを複数用いるハイブリッドクラウド/マルチクラウド環境も
拡大しています。クラウド化に伴いお客様企業が抱える課題には、適切なコスト削減や強固なセキュリティ、マルチクラ
ウド環境での統合運用管理があります。
本稿では、これらの課題を解決するためにNEC Cloud IaaSにて開発したポータルサービスについて紹介します。
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課題3に挙げた「ハイブリッドクラウド/マルチクラウド環
境」に対する課題もあります。投資を抑えたいのであれば
パブリッククラウド、機密データを扱うのであればオンプレ
ミスというようなIT基盤が混在する環境でも、システムとし
て一体的な相互連携や統合的な監視・運用管理が可能な
サービスの需要が高まってきています。

3.	NEC Cloud IaaSによる解決策

NECCIでは、上記の課題を解決するためにIaaSサービ
スをはじめとした、さまざまなサービスを提供しています。
以下に、NECCIにおける課題解決策を紹介します。

3.1 課題1への解決策
・	 多彩な監視・運用メニューによる運用コストの削減

NECCIが提供するセルフサービスポータルでは、サー
バやネットワーク機器の死活監視やリソース監視、プロ
セス監視やアプリケーション監視（ログ監視）などを、
24時間365日実施することができます。NECCIにて
提供可能な監視サービスの内容を表1に示します。
また、監視設定や監視静観、自動通知先の登録 /変更
などもセルフサービスポータルにてユーザー自らが操
作・実行することができます。そのため、SIやシステム
運用にて、従来のように随時他社や他部門の関係者と
調整しながら構築・変更作業を行ったり、監視システム
をユーザーやプロジェクトが個別に準備したりする必要
はありません。
更にコマンド発行の自動化による定型運用や構成情報

（ノードやリソースなどの情報）の収集、インシデント管
理機能を準備し、お客様のシステム構築や運用に掛か
るコストの削減に寄与します。

3.2 課題2への解決策
・	 多彩なセキュリティオプションサービスの利用によ

	 るセキュリティの維持

NECCIでは、多様なセキュリティオプションサービスを
提供しています。お客様はシステムに応じて、必要なセ
キュリティオプションサービスを選択・導入することで、
機密性を高めることが可能です。
不正侵入監視サービスは、ファイアウォールを通過して
利用者内ネットワークに到達するパケットを不正侵入検
知システムで監視します。不正侵入アラート検知時に
は、セキュリティオペレーションセンター（24 時間365
日体制）が、利用者への通報や応急対応を行います。
ID&アクセス管理サービスは、システム運用者が特権
IDを用いてシステム操作を行う際のアクセス管理と証
跡管理を行い、システム操作者の不正行為を防止する
ための機能です。作業者（オペレーター）がサーバへア
クセスしたい場合には、事前にアクセス許可の申請を
行い、システム管理者の承認を得ることが必要となりま
す。作業内容としてログインからログオフまでのすべて
の操作記録が保管されるため、内部犯行による不正操
作の抑止につながります。

・	 ユーザーのロール定義による権限分離

セルフサービスポータルでは、ユーザーのロール（役
割）を定義しています。ユーザーはこのロールを活用す
ることにより、システムの運用管理体制、組織内の権限
分離に応じて適切な権限での運用が可能です。ロール
は、各種申請の承認権限を持ちサービス導入や変更に
関する意思決定を担う「テナント管理者｣、あらかじめ
テナント管理者から権限を付与されることで代行承認
が可能となる「管理者｣、各種申請を実施し具体的な
作業を行う「運用者」に分けられ、これらのロールを各
テナント内で設定可能です。また、アウトソーシングビ
ジネスやSIビジネスの提供形態に合わせ、お客様対応
を行う営業担当者やSEが担うロールとして「運用統括
管理者｣も定義しています。

・	 可用性要件に応じて選択可能なIaaSラインアップ

NECCIではサーバサービスとして「スタンダード
（STD）｣「ハイアベイラビリティ（HA）｣ の2種類のサー
ビスを設け、それぞれ異なるサービスレベル（可用性）
の目標値を定めています。お客様はシステムの可用性
要件に応じて、サービスを選択することができます。

表1　NEC Cloud IaaS 監視項目一覧
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可用性を重視するハイアベイラビリティ（HA）では、物
理サーバ、ストレージ、ハイパーバイザに対し、冗長化・
多重化（サーバディスクI/Oパスの冗長化、ストレージ
ディスクのRAID（Redundant Array of Inexpensive 
Disks）構成化など）を実施し、障害発生によるサービ
ス停止時間の極小化対策を行っています。

3.3 課題3への解決策
・	 ハイブリッドクラウドやマルチクラウド環境におい

	 て、	システムの統合管理とコスト削減に寄与

NECCIでは、NECCI上で提供するサーバだけでなく、
他社のクラウドサービス、他のサイトに構築されたシス
テムも統合的に管理・運用するための機能を提供してい
ます。具体的にはAWSのようなパブリッククラウドや、
オンプレミスに構築したシステム、プライベートクラウド
といった複数の異なる環境に構築したサーバに対する
システム監視機能、構成管理機能、インシデント管理機
能をセルフサービスポータル上で統一基準、統一インタ
フェースにて統合管理することができます（図1）。

　

4.	セルフサービスポータルの技術

セルフサービスポータルでは、上記に挙げた特徴のほか
にテナントの情報や課金情報、各テナントの利用するリソー
ス（仮想マシンやネットワークの仕様や数量、状態など）を
ユーザー自ら閲覧、操作、管理ができます。セルフサービス
ポータルの提供する基本的な機能を表2に示します。

セルフサービスポータルはこれらの各種サービス、機能
を提供するためにさまざまなツールを活用しています。本章
では、そのなかでもセルフサービスポータルのフレームワー

クと監視・運用管理機能にて活用した技術・ソフトウェアを
紹介します。
（1）Web-MVCモデル

セルフサービスポータルは、プレゼンテーション層・ビジ
ネスロジック層・自動化層の階層構成で構築されており、
Web-MVC（Web-Model View Controller）モデルに則　
したアーキテクチャとなっています（図2）。Model層に
はビジネスロジックを埋め込むSkinny Controller, Fat 
Model方式を採用し、View/Controller部とModel部は
別サーバに配置して、スケールアウトが可能な構成となっ
ています。

（2）Zabbix

NECCIの機器をはじめ、他のクラウドサービス、オン
プレミス/ハウジングなどの機器を監視するためのソフ
トウェアです。Zabbixは多数のプラットフォームで動作

図2　セルフサービスポータルのアーキテクチャ

図1　マルチクラウド環境における統合管理
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表2　セルフサービスポータルの基本機能一覧

説明機能名

ダッシュボード機能 お知らせ、インシデント発生状況、課金状況、運用作業状況の表示

申請機能 新規申請、申請の承認・確認

テナント

情報機能

テナント情報 テナント情報の表示

ユーザー管理 ポータル利用者の管理

料金機能

料金一覧 複数月の料金一覧の表示

料金明細 単月分の料金詳細の表示

価格表 価格表の表示

リソース

管理機能
ストレージ管理 ファイルストレージの設定

監視・運用
管理機能

監視設定 監視設定、通報設定の追加・変更・削除
監視設定ごとの監視種別、監視間隔、異常判定回数の表示

リモート運用管理 リモート運用設定の追加・変更・削除
サーバ再起動などリモート運用設定内容の表示

インシデント管理 作業依頼、障害申告、問い合わせなどのインシデントの登録・変更・削除
インシデント一覧の表示

サーバ起動、リモートコマンド実行などの履歴表示運用作業履歴

リソース利用状況

レポート表示 インシデントレポート、リソースレポートの表示

パスワード再発行機能 パスワードの再発行

サーバ管理 仮想サーバの管理、SSH鍵の追加・削除

ネットワーク 仮想 LAN、ファイアウォール、ロードバランサ、帯域制御の設定

CPU、メモリ、ディスクなどの利用量の表示

プレゼン
テーション層

ビジネス
ロジック層

ライブ
ラリ

GUIテンプレート（HTML/JavaScript）

ディスパッチャ

コントローラ コントローラ コントローラ コントローラ

API API API

構成情報
課金情報

自動化層

V: View

C: Controller

M: Model

自動化層

IaaSZabbix
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するエージェントを持ち、SNMPに対応しているOpen 
Source Software（OSS）です。クラウド事業者の業界
内でも利用実績が多いソフトウェアです。ユーザーは、
Zabbixのユーザーインタフェースではなく、ユーザー向
けに分かりやすく構築されたセルフサービスポータル
から監視の設定・変更・削除が可能です。

（3）Redmine

作業依頼、障害申告、問い合わせなどのチケットを
管理するためのソフトウェアとして利用しています。
RedmineはRuby on Railsで開発されているOSSで
す。クラウド事業者の業界内でも利用実績が多いソフ
トウェアです。

（4）Mule ESB

オーケストレーションを実現するためのフレームワーク
として、Mule ESBを利用しています。Mule ESBは
Javaで開発されたOSSで、アプリケーション統合/連
携用のフレームワークです。

5.	むすび

これまで見てきたように、NECCIのセルフサービスポータ
ルは、IaaSサービスの制御のみならず、SIやアウトソーシン
グビジネスを効率化するための機能を提供しています。

そのほかにもNECCIを、販売店からの販売やOEMでの
販売ができるようにするための販売店向けセルフサービス
ポータル、NECCIの3年間分の利用権をパッケージ化して
Express5800シリーズとして提供する機能、ソフトウェアの
クラウド型提供を支援する機能を備えています。

NECCIのセルフサービスポータルは、このようにITサー
ビスやプロダクトのデリバリ方法に変革をもたらし、お客様
のビジネスの成長や変革に貢献するサービスです。

*	Amazon Web Servicesは、米 国 そ の 他 の 諸 国 に お ける、
Amazon.com, Inc.またはその関連会社の商標です。

*	Zabbixは、Zabbix SIAの商標です。
*	Redmineは、Jan Schulz-Hofen及びJean-Philippe Langの商標
または登録商標です。

*	JavaScript、Javaは、Oracle Corporation及びその子会社、関連
会社の米国及びその他の国における登録商標です。

*	その他記述された社名、製品名などは、該当する各社の商標また
は登録商標です。

執筆者プロフィール
長谷川 貴之
サービスデリバリ事業部
クラウドプラットフォームサービス部
エキスパート

平井 真樹
サービスデリバリ事業部
クラウドプラットフォームサービス部
部長
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ICTシステムを担うこれからのクラウド基盤特集によせて
NECのクラウド基盤への取り組み

◇ 特集論文
NEC C&Cクラウド基盤　NEC Cloud IaaSのサービス
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